
"The sky is falling! 空が落ちてくる！"
とチキン・リトルは叫びました。
そして空は落ち、誰も耳を貸さず、すべてが静止した。
「電磁波」＋「生物学的影響」で検索すると、76,400件という驚くべき数の研究がヒットする。これは、他のほとんどの環境脅威よりも多い研究数だ。しかし、世界は相変わらず、見てはいるが見ていない、聞いても聞いていない、沈黙を慰めと勘違いし、進む炎を明るい未来と勘違いしているのだ。
オランダのテクセル島は、ワッデン海と北海を隔てる島々の南端に位置し、サンドイッチアジサシ（オランダ語で「大きなアジサシ」）という海鳥の大きな繁殖コロニーが先月死滅して大きなニュースとなった。デ・ペッテン自然保護区で5月末まで営巣していた7000羽のうち、6月中旬までに1羽もいなくなったのだ。3,000羽の鳥の死骸が集められ、残りは死ぬか巣を放棄した。
このニュースを送ってくれたオランダのアントニア特派員は、オランダ全土の携帯電話の電波塔とアンテナを監視しているオランダのウェブサイトも紹介してくれた。アジサシの大惨事は「鳥インフルエンザ」のせいだとされているが、彼女は何か別の原因があるのではないかと疑っていたのだ。ウェブサイトを見て、私は仰天しました。デ・ペッテンで最初に35羽のアジサシの死骸が見つかったのは、2022年5月29日のことでした。保護区の端には3つの携帯電話用電波塔があり、実はアジサシが生息するテリトリー内にもあるのです。2022年5月25日にVodafoneが6基、2022年5月29日にKPNが12基の4Gアンテナを塔頂に追加しました。この2つのタワーから発信される周波数は、一晩で5から11に増加した。 
デ・ペッテンは、北海とワッデン海を隔てる水路の北端に位置し、その水路の両側にある多くのアンテナ--南はデン・ヘルデンのアンテナ、北はテクセル島のアンテナ--が、絶えず通過する船舶が激しく利用するこの水路に向けられているのである。その結果、私の調査によると、デ・ペッテンから7マイル以内に合計105の4Gアンテナがあり、直接デ・ペッテンに向けられている。
テクセル島のサンドイッチアジサシは、ここ数年浴びてきた放射線によってすでに調子を崩していたのだろうか。そして、アンテナの数と周波数の数が突然増えたことで、ついに死んでしまったのだろうか？
私は、さらに調査を進めることにした。オランダでも他の国でも、私が発見したことは一貫しているが、単純ではない。大まかな法則をいくつか挙げてみよう。
(a)発生源が繁殖地内またはその境界線上にあるアンテナや周波数の数が突然劇的に増加すると、致死的である。営巣している鳥は放射線を避けることができず、巣を捨てるか死ぬかのどちらかである。
(b)遠くから繁殖コロニーに向けられたアンテナの影響は、人間の人口に依存する。人口の少ない地域では、使用する人が少ないため、アンテナから放射される放射線も周波数も少ない。一方、主要港に設置されたセルタワーは、住民も船も多く利用し、最大限の放射線を出している。利用者の多い航路に向けたアンテナも同様である。
(c）距離は、地形やタワーの高さほど重要ではない。高い塔からの放射は、より遠くまで届く。また、タワーと鳥のコロニーの間に水しかない場合、水が信号を反射して増幅するため、距離はほとんど問題にならない。
(d)4Gタワーは一般的に5Gタワーより悪い。これは、4Gタワーが放射線を全方向にブロードキャストするのに対し、5Gタワーは放射線のほとんどを、5G携帯電話を手にした人に直接向けて集中ビームとして放射するためです。
これらのルールを念頭に置きながら、サンドイッチアジサシの他の繁殖コロニーをいくつか見て、今年彼らに何が起こったかを見てみましょう。
同じ理由で、オランダの反対側、ゼーランド州にあるウォータードゥーネンの繁殖地も話題になりました。デ・ペッテンと同様、ウォータードゥネン自然保護区も、交通量の多い港の入り口にある航路に面している。この鳥のオランダ最大のコロニーであるウォータードゥネンには、この春、アフリカから飛来した7,000組のアジサシが繁殖していたのです。しかし、2022年6月24日、それまでの2週間で4,600羽のサンドイッチアジサシの成鳥と幼鳥の死骸が集められたと報告された。6月末までに、このコロニーも存在しなくなった。
ウォータードゥネンの自然保護区には、0.5〜8マイルの距離からその方向に向けられた318本の多用途4Gアンテナがあります。これらのほとんどは、それぞれ1,000〜2,000ワットの放射線を出しています。これらのアンテナのうち46本は、2022年4月、5月、6月に既存のタワーに追加された、新しいものです。ウォーターダネンから海岸を2マイル弱下ったところにある55フィートのタワーは、2022年5月18日に6つのアンテナから12に、2つの周波数から4にアップグレードされた。同じ場所にある40フィートのタワーも、2022年6月22日に6つのアンテナから18に、2つの周波数から6にアップグレードされた。サンドイッチアジサシは魚を食べて生活しているため、そのタワーはそのコロニーの採食エリア内にあるのです。
オランダで営巣しているすべてのサンドイッチアジサシに同じことが起こったのでしょうか？いいえ、ウォータードゥネンからわずか20マイルのところにあるイェルセケ・モーアという自然保護区には、小規模で健全なアジサシのコロニーがありました。そして、4月から7月まで、つまり2022年の営巣期間中、このコロニーは繁栄し、死んだ鳥は発見されなかったのです。デ・ペッテンやウォータードゥネンとは異なり、この保護区は比較的隔離された場所にあり、大きな港の近くでもなく、航路にも面していないのです。この保護区には合計35台の4Gアンテナが最大8マイルの距離から向けられています。4月以降に追加されたアンテナはそのうち2つだけです。
同様にフランスでも、2つの非常に大きなアジサシのコロニーで、まったく異なる経験をしました。カレー港に近いプラティエ・ドイエ自然保護区では、3,000羽のサンドイッチアジサシのコロニーが4月に営巣を開始しました。しかし、5月20日に最初の100羽の死骸が発見され、数週間のうちにコロニーはほぼ壊滅状態に陥りました。
Platier d'Oye

の状況は、さらに北のTexelと似ています。5月から6月にかけて、保護区の近くに数十の新しい4Gと5Gのアンテナが増設されたのです。保護区に隣接する90フィートの既存のセルタワーに、新たに4Gアンテナ3本と5Gアンテナ6本が追加されました。南東へ約2マイル離れた140フィートの既存のタワーに、新たに6つの4Gアンテナと6つの5Gアンテナを追加。さらに、東へ約2マイル離れた既存の95フィートのタワーに、新たに6つの4Gアンテナと6つの5Gアンテナを追加しました。この記事の執筆時点で、この自然保護区から約4マイルの範囲内に、高さ10フィートから255フィートまでの13か所、26本のタワーに、あらゆる種類のアンテナ355本という驚異的な数が存在しているのです。
さらに大きなコロニー、つまりフランス最大のサンドイッチアジサシの繁殖コロニーでは、2022年の繁殖期に病気が発生しなかった。ここはポルダー・ドゥ・セバストポールと呼ばれ、数千組の営巣鳥を受け入れていた。しかし、イェルセケ・モアと同様、人間の居住者がほとんどいない孤島にある。島の土地面積の大部分は、公園や自然保護区、訪問者用の宿泊施設に充てられている。ポルダーの半マイル西にある2つの携帯電話タワーのアンテナは、どれもポルダーに向けてはいない。また、1〜4マイル先にはポルダーを直接狙うアンテナが多数あるが、沖を通る船はなく、それらのアンテナは保護区の遊歩道を歩く観光客以外にはほとんど使われていない。
これらの鳥の特定の繁殖地での詳細やさまざまな経験を見ると、公式のストーリーは破綻している。このように広範囲に散らばった場所で、数週間のうちにこれほど多くの鳥が絶滅したことをどう考えればいいのだろう。鳥類保護団体によれば、鳥インフルエンザは非常に感染力が強く、ヨーロッパ中のサンドイッチアジサシの間で数日のうちに広まるが、20マイル離れたアジサシの小さなコロニーでは感染力がないため、何事もなく過ごすことができるのだという。鳥インフルエンザはオランダの端から端まで数日で移動しますが、20マイル離れたオランダの2つのコロニー間や、フランスの2大コロニー間には移動しないのでしょうか？
自然保護団体も、2022年に突然、しかも史上初めて、鳥インフルエンザがサンドイッチアジサシを殺し、しかも繁殖期に発生していることを不思議に思っていないようだ。数十年にわたるモニタリングの結果、鳥インフルエンザがサンドイッチアジサシに感染したことは、これまで世界のどこにもありませんでした。また、この病気は常に秋と冬にのみ発生する季節病であり、2022年まで春と夏にあらゆる種類の野鳥に感染したことはありませんでした。アジサシ、カモメ、セイタカシギ、カツオドリ、スキューバ、ギルモット、パフィン、ミヤコドリ、カモ、ガン、ゴシキドリ、キジ、カササギなど、これほど多くの種類の野鳥が一度に影響を受けたこともない。コウノトリ、ツル、ペリカン、サギ、ハクチョウ、ハシボソガラス、スズメ、ハト、アカハラ、フクロウ、カワウ、カイツブリ、ダンリン、カラス、ハクトウワシ、タカ、ハヤブサ、ハゲワシなど。鳥の団体も当局も、これらのコロニーを訪れ、死んだ鳥を扱うときにはマスクと防護服を着用するという反射的な反応をしている。しかし、このような前代未聞の大惨事の原因を問い直すことから始めるべきだろう。
病気の鳥がH5N1と呼ばれるウイルスに陽性反応を示していることは間違いない。しかし、どの検査機関でも、数え切れないほどのPCR検査でウイルスの断片が絶えず増幅されているとすれば、検査機関の壁、床、空気、機器、そして職員がこのウイルスに汚染されていることを疑わざるを得ない。タンザニアの国立衛生研究所に送ったヤギ、ウズラ、パパイヤのサンプルがすべてCOVID-19陽性だったことを考えると、PCR検査の結果は、人、鳥、果物にかかわらず、注意深く見る必要がある。確かに鳥も人も病気になって死んでいるが、無視されているもう1つの明白な要因がある。すべての病気を微生物のせいにする風潮は、我々の世界を破壊している。
私たちを殺し、鳥を絶滅させているのは、この世界の無秩序な放射線照射なのです。4Gと5Gのアンテナは、陸上だけでなく海面にも、かつてないほど急速に、そして大量に建てられている。洋上風力発電所があるところならどこでも、携帯電話会社はそのプラットフォームにセルタワーを設置している。海鳥はやがて卵を産み、子供を育てる場所がなくなるだけでなく、放射線を浴びなければ、餌を探し、子供に餌を与えることさえできなくなるのだ。海面にセルタワーを建設している最大の企業は、タムネットと呼ばれる。北海とメキシコ湾にある同社のすべてのタワーとそのカバーエリアの地図はこちら：https://www.tampnet.com/coverage-maps
1918年、スペイン風邪が大流行していた頃、ボストンとサンフランシスコの医療チームがインフルエンザの伝染力を証明しようと試みたが、完全に失敗してしまった。彼らは、さまざまな病期のインフルエンザ患者の口、鼻、喉、気管支から粘液の分泌物を採取し、これらの分泌物を何百人もの健康なボランティアの鼻、喉、目に移した。また、健康なボランティアにインフルエンザ患者の血液を注射した。健康なボランティアに、重症のインフルエンザ患者と鼻を突き合わせて座らせて話をさせた後、患者がボランティアの顔に向かって直接5回咳をしたのです。その結果、どのボランティアも何ら病気になることはなかった。この実験は、『アメリカ医師会雑誌』、『ボストン医科外科雑誌』、『公衆衛生報告書』に掲載された。
馬もインフルエンザにかかったが、馬から馬へインフルエンザを移そうとしたところ、同様に失敗した。これらの実験の結果、ハーバート・ワトキンス・ピッチフォード中佐は、インフルエンザが馬から馬へ直接伝播したという証拠は見つからなかったと書いている。
インフルエンザは、人であれ、馬であれ、鳥であれ、豚であれ、非常に奇妙な病気であることは、長年にわたって多くの科学者が観察してきたことである。例えば、インフルエンザがなぜ季節性なのか、誰も説明したことがない。あるいはインフルエンザの流行がなぜ終息するのか。あるいは季節はずれの伝染病はなぜ広がらないのか。あるいは、なぜインフルエンザの流行は一度に国中で爆発的に広がり、まるで突然禁止されたかのように奇跡的に消滅するのか。飛行機も自動車も鉄道も蒸気船もなかった何世紀も前から、ヒトのインフルエンザは数日で世界中に広がり、常にそうであったのはなぜか。1931年にインフルエンザのウイルスを最初に特定した科学者リチャード・ショーペを含む少なくとも23人の科学者が、インフルエンザの伝染性に疑問を呈し、あるいは電気的な原因を示唆する論文を発表している。
私の極めて重要な著書『見えない虹』の第7章、第8章、第9章は、「電気と生命の歴史」である。の7、8、9章は、インフルエンザの歴史と科学に関する完全で詳細な考察に費やされている。この本の中で最も長い第16章は、電磁波の鳥に対する影響に一部割かれている。私は、すべての鳥類保護団体が私の本を入手し、よく読むことを提案する。
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